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１．背景

１－１．墨田区の概要

東京都東部の

都心に近接する区

人口27万人

中小企業を中心とする

産業が業態転換、

都心の近接性から、

ファミリー層を中心

とする人口流入が進む

１－２．被災の記憶

100年間で、2回の大きな被災

墨田区北部地域の一部が、被災を免れる

関東大震災(1923.09.01)で本所

被服廠跡地への避難者が火旋風の

発生などで、3万8千人焼死

第二次世界大戦の空襲によって、

6万人超の死傷者と30万人近い

罹災者（残っている手前の丸い建物は旧国技館）

１－３．曳舟周辺（すみだ

テクノプラザ周辺地域）の現状
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（１）

燃えやすく、壊れやすい

住工混在木造密集市街地

⇒ 不燃化促進事業等

による延焼遮断帯形

成と耐震改修等に

よる燃えない壊れない

まちづくりの推進 出典：地震に関する地域
危険度測定調査（第7
回）

図 墨田区地域危険度マップ

ふじのきさん家
~曳舟寄合い処~

すみだ
テクノプラ
ザ
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ふじのきさん家

曳舟駅

水戸街道

明治通り

■防火・耐震化改修促進制度

〇老朽木造建築物の防火性能と

耐震性能を同時に向上させる

ことを目的として平成24年12月

に制度化。

〇平成27年1月より事業を一層

促進させるために防火・耐震

化改修促進助成事業の対象

区域と事業の拡充。

〇事業推進のための検証・研究

を実施

8

9
出典：墨田区人口ビジョン（平成28年3月）

墨田区 4区分別人口推移

・高齢化の進展
・コミュニティ内のつながり希薄化

・老巧木造建築に高齢者が取り残
される形に

・災害対応力低下の恐れ

⇒ものづくりの伝統

10
出典：墨田区人口ビジョン（平成28年3月）

〇繊維、化学などの雑貨工業や機械・金属、出
版・印刷など、我が国を支える中小零細規模の工
場

〇東京23区で3番目に多い製造業数、区内産業構
成は 製造業が26％を占め（東京都平均

10％）、
ものづくりの街

〇大工場の区外移転や後継者不足などにより、
ピーク時の半数
（4,655、平成18年事業所統計）まで減少

墨田区独特の
ものづくり伝統タウンプライド

1-4．すみだ燃えない壊れないまちづくり会議

（平成21年度～27年度）

（１）すみだ燃えない壊れないまちづくり会議における

施策検討・墨田区の燃えない壊れないまちづくりを促進

する施策研究を行う、区長諮問組織として会議体の発足

〇不燃化促進事業等のハード対策と福祉施策などのソフ

ト対策の連携方策検討(平成21年度より継続検討）

参考資料１：委員リスト(H26.04.時点）
役 職 名 前 現 職

座 長 小出 治 東京大学大学院教授

委 員 市古 太郎 首都大学東京准教授

委 員 加藤 孝明 東京大学生産技術研究所准教授
委 員 中村 仁 芝浦工業大学教授
委 員 姜 雪潔 明星大学経営学部経営学科助教
委 員 安井 昇 桜設計集団一級建築士事務所代表
委 員 田村 静子 ㈱ライフエイドネクサスデザイン代表取締役
委 員 原 拓也 ㈱シグマ開発計画研究所取締役
委 員 土肥 英生 日本都市計画家協会理事
委 員 庫川 尚益 (公社)日本建築家協会災害対策委員長
委 員 大日向 利之 墨田区耐震補強推進協議会
委 員 高野 祐次 企画経営室長
委 員 浜田 将彰 総務部危機管理担当部長
委 員 大滝 信一 福祉保健部長
委 員 南雲 昇 都市計画部長

委 員 久井 隆司 都市計画部住宅課長
委 員 小柳 堅一 都市計画部防災まちづくり課長

役 職 名 前 現 職

顧 問 長谷見 雄二 早稲田大学教授

役 職 名 前 現 職

オブザー
バー

市川 真一
(独) 住宅金融支援機構まちづくり推進部
まちづくり業務グループ長

オブザー
バー

住田 裕子
特定非営利法人長寿安心会 代表理事

オブザー
バー

石井 儀光
独立行政法人建築研究所 主任研究員

公益性が担保された多様な立場の専門家が関わる円卓会議
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１－２．すみだ燃えない壊れないまちづくり会議

（平成21年度～27年度）

（２）東向二四地区まちづくりを考える会の立ち上がり

〇町内会の会館が無く、
地域の寄合い処への
ニーズ

(平成21、22年まちづくり
計画策定担い手支援事業）

〇都市防災と福祉施策の
連携を目指す

対象区域図

東向二四まちづく
りを考える会
対象区域

１－２．すみだ燃えない壊れないまちづくり会議

（平成21年度～27年度）

（３）新たな公共支援事業

(防火・耐震化改修モデルの具体化）

〇町内篤志家の協力による、空屋の防火・耐震化改修

モデル整備

▶︎平成２5年4月 ふじのきさん家オー
プン、運営NPO(燃えない壊れないま
ち・すみだ支援隊立ち上げ）へ

第１部会

第２部会

第３部会

木造準耐
火建築物
チェック
シートの
作成

まちづくり計画策定
担い手支援事業
東向二四地区まちづ
くりを考える会の立
ち上げ

事例研究
近隣の公
益機能検
討

住まい・
まちづく
り担い手
事業

目
標

燃
え
な
い
壊
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
の
活
性
化木造準耐

火建築物
性能評価

地域住民
のニース
把握

建替え促
進に向け
たまちづ
くり検討

リクシル研究助成
（芝浦工大中村仁研究室)

防火・耐
震化改修
促進制度
改正施行
(H27.1)

防火・耐震
化改修促進
事業推進検
討調査

鹿島学術振興財団研究
助成（ICUS加藤孝明研)

防火・耐震化
改修モデルの
検討、企業勉

強会

対象区域、
助成内容
等の検討

建替え支援等地域への
アウトリーチ方策検討

防災と福祉連携施策の
検討

防火・耐震化
改修ガイド
ブック作成

新たな公共支援事業
(防火・耐震化改修モ
デルの具体化）

燃えない壊
れないまち
づくり促進
調査・制度
研究（ICUS
加藤孝明研)

防火・耐
震化改修
延焼抑制
効果検証

老巧木造防
火・耐震化改
修による寄合
い処（ふじの
きさん家）整

備

H25. 
03
開設+

NPO立
ち上げ

防火・耐
震化改修
促進制度
改正施行
(H24.1
2)

様々な組
織・人材の
パートナー
シップ形成
促進方策検

討へ

曳舟中町会(婦人部)を
中心に寄合い処運営
（お茶会など）

東京しごと財団助成
・ふじのきカフェ
・手仕事事業

ふじのきさん家での
無料建築相談実施

見守り相談室の協力によるふ
じのきさん家講座などの実施

大学生・大学院生協力による
防災マップづくり

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

２．(NPO)燃えない壊れないまち・すみだ支援隊

の取組み

16

建物の不燃化、耐震化といったハード面の対策とあわせて、
地域福祉の向上や地域の活性化等のソフト面の対策を進め、地
域災力強化の拠点として機能する「寄合い処」を立ち上げ。

■目的

２－１．目的と目標像

不燃化、耐震化の
ための啓蒙と発信

地域の絆・
居場所づくり

安全・安心の拠点へ

老朽木造建築物の不燃化、耐震化の
促進を図るために、防耐火改修・不
燃化促進事業を進めるモデルとして
啓蒙活動、情報発信をしていきます

地域の人達が安心・安全に暮らし
続けていくために、地域コミュニ
ティの活動を様々な立場から支え、
協力する居場所にしていきます

■目標像

８つの構成団体ですみだ燃えない壊れないまちづくり会議を結成、検討を重ね「寄合
い処（ふじのきさん家）」を整備、各団体は現在も、ＮＰＯ法人の運営活動に協力。

各部材メーカーの協力
を得て、新しい耐震・
防火技術を導入

早稲田大学長谷見研究室と東京大学
生産技術研究所加藤孝明研究室が協
力し、技術面をアドバイス

墨田区耐震補強推進協議会が
全面的に協力し、寄合い処の
改修整備を推進

２－２．特徴
〇多様な団体の協力による整備・運営
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【 改修前 】

【 改修後 】

■改修前と後（１階平面図）

〇篤志家の協力による空屋提供（昭和40年頃築）

【 改修前 】

■改修前と後（２階平面図）

【 改修後 】

〇部材メーカー等からの、改修等素材の提供
（企業と地域の連携モデル）

企業・団体名 提供いただいだ商品

(一社)石膏ボード工業会 石膏ボード(内装材)

東京東信用金庫 ポスター印刷、掲示、イベント用グッズなど

旭トステム外装㈱ 壁王（外壁材）、透光型耐震補強パネル（耐震関連部材）

㈱キーテック 耐震開口フレーム（耐震関連部材）

三和シャッター工業㈱ シャッター(防火関連部材)

㈱セキノ興産 ダンネツトップ/Ｓ＆Ｓルーフ（屋根材）

高久産業㈱ 案内用QRコードタイル

タカラスタンダード㈱ キッチン・衛生器具

日鉄住金鋼板㈱ ニスクボード（屋根材）

アサヒ飲料㈱ 寄付金付き自動販売機

アクリザーブ㈱ 水道水貯水装置（マルチアクア）

東リ（株） タイルカーペット

２－３．

ふじのきさん家における活動内容

（１）運営主体

NPO 燃えない壊れないまち・すみだ支援隊

(代表理事：小出治） 理事・監事(区内在

勤・在住)3名、区外3名、会員24名、

年間予算400万円～500万円

＜参考：名称の由来＞
地域で多くの方に利用されている「ふじのき
公園」から近いこと、藤が「歓迎」を意味す
る花言葉であることから、誰もが気軽に訪れ、
親しみを込めて呼んでいただけるように、
「○○さんち」とした。

２－３．ふじのきさん家における活動内容
（２）位置

住 所：〒131-0032墨田区東向島２－４－３

開所日： 火〜土 １０時～１７時

■展開イメージ

スペースの活用

カフェ＆寄り合い
(水曜＆金曜ふじのき定食）

レンタルスペース
イベントや講座開催など

防火・耐震化改修
モデルルーム

19 20

21 22
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■ふじのき定食

週２回水曜日、金曜日開催
ワンコインの５００円
限定２０食（電話予約優先）
3年目の取り組み

毎月第3水曜日開催 ４０人食準備

料金：こども１００円大人３００円

目的：声をかけあえることで防災力
を高める目的とフードロス対策

実施結果（2019年）：
9 月１７人参加
（子供16人、大人1人）
10月 51人参加
（子供４３人、大人8人）
11月４１人参加
（子供32人、大人9人）

■防災子ども食堂

毎月１回開催

料金：３００円（お菓子つき）

目的：歌を通しての地域交流

実施結果（2019年）

9月 1４人参加

10月 １２人参加

11月 １３人参加

■ふじのき

音楽倶楽部
・芝浦工業大学地域安全システム研究室
との連携

・すみだの巣づくりプロジェクトとの連携
（学生ボランティアグループ）

■防災講座（地域と大学・企業をつなぐプログラム）

芝浦工大生
（地域安全システム研究室）
が作成した防災マップ

防災縁日

ふじのき祭り
（折り紙で紙のお皿づくり）

宿題DAY

建築の専門家が、建物に関するお困りのことや、気になっていることな

ど何でも相談できる無料建築相談会を月１回、実施、住宅と違い、寄合い

処として、防火・耐震化改修が見えるようになっているため、相談に訪れ

た方が改修について学ぶことができる。

「建築無料相談会」ではすみだまちづ
くり協会の建築士が親身になって相談

■建築無料相談

東京しごと財団の助成による、
ものづくり・手仕事づくり

高久産業㈱と連携した 防災用品モデルの検討
（おむつをクッションにする防災ずきんバック)

カエルキャラバンでの、
防災CAPづくりワークショップ

■ものづくり・手仕事

25 26
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〇年間、延べ約4,000人の利用。（常連客が中心に）

【利用者の特性】2019年4月～７月

10代11.3%、20-30代22.4%、30-40代9.4%、50代-60代34.3% 70代以上22.6%

食事、趣味など通じた生きがいを提供する場となりつつある。

〇ふじのきさん家・防災観光ふろしき見学・視察

・見学・研修目的に来訪が増加。

・メディアへの露出と相まって、月３回以上に。

〇協力組織とのネットワークの拡大

・すみだの巣づくりプロジェクト（芝工大学生ボランティアグループ）

・一寺言問を防災のまちにする会

・むこうじま高齢者みまもり相談室

・墨田区立小学校PTA連合会

防災遠足などイベントを実施する際の事務局機能も提供。

■寄り合い事業の成果

３．新たな防災文化の創造にむけて

3-1.防災の観光化

～地域の魅力と価値の発見と防災意識をつなぐ～

学生ボランティアグループ『すみだの巣づくりプロ

ジェクト』との協働作業

・防災遠足

防災だけでなく、地域の魅力も学び、体験

する避難行動確認プログラム

地域包括支援センター、公園協会、町会と

円卓会議を通じて連携

・防災観光ふろしき～ナマズふろしき～

防災情報の載ったふろしき製作と子ども

たちの活用プログラムの展開

■すみだの巣づくりプロジェクトとの連携

■パートナーシップを支える地域の円卓会議（防災遠足会議）

向島見守り相談室、（NPO)長寿安心会、墨田区耐震化促進協議会、
（NPO）燃えない壊れないまち・すみだ支援隊、芝浦工大地域安全
システム研究室、芝浦工大すみだの“巣”づくりプロジェクトチーム

■防災遠足

31 32
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■防災観光ふろしきプロジェクト

次世代につなげる、防災ものづくりへのチャレンジ

防災観光ふろしき
難燃性と超撥水性の2タイプを製作

墨田区立第一寺島小学校での
防災観光ふろしきを活用した
防災学習プログラムの様子
(2018.06.29)

企業や研究機関、行政、NPOの連携による防災文化の創造
を目指して(トヨタ財団育てる助成での検討仮説）

 

 

教育

観光

観光

観光×防災という観点
流動人口、観光客への
防災情報、活動実態の提供

ダークツーリズムの概念を
拡張し、
次世代に地域の記憶を重層
的につなげるしかけとして
防災活動や被災記憶を生か
す

民泊施設との連携が
検討の俎上に

3-２.観光の防災化

４．防災観光ふろしき〜ナマズふろしき〜
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日常に防災をプラス

街の名所

■観光防災ふろしきの特徴

地図を目にしてもらう機会を増やす

避難する方角
の目印に

避難場所

■観光防災ふろしきの特徴

大人でも難しいので小学校でもわかる内容に 日常時

■観光防災ふろしきの特徴

壁に貼ったり、カバンに入れて携帯するなど

非常時 水を運ぶ、シャワーになる

■防災をアクティビティへ

2018年 7月8日 東京新聞掲載
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■メディア掲載実績
●J-com 2018年6月29日 デイリーニュース放映（TV）

●東京新聞2018年7月8日（web&紙面掲載）

●テレビ朝日2018年7月13日スーパーJチャンネル関東ローカルニュース(TV）

●よみうり大江戸あんしんしんぶん2018年07月20日（紙面掲載）●TBSラジオ2018年7月23
日「森本毅郎・スタンバイ！」現場にアタック！出演（ラジオ）

●文化放送 2018年7月24日くにまるジャパン極デイリーほっとニュース（ラジオ）

●毎日新聞 2018年9月4日（web&紙面掲載）@大学=防災を考える 災害時にも観光にも芝浦
工大生とNPO ふろしき製作

●日経新聞 2018年10月10日（web&紙面掲載）

●NHK 2018年11月12日「おはよう日本」まちかど情報室 放映（TV）

●J-WAVE2018年12月30日「SUNRISE FUNRISE」CRAFT MARKET出演（ラジオ）

●日経新聞2019年7月20日style nikke（web&紙面掲載）

● 2019年7月23日池上彰と考える2020年の東京参加（イベント）

■観光×防災という観点

〇防災という言葉のイメージは

負をなるべく小さくするという義務感のイメージが強い

〇防災への取り組みを文化という観点から捉えなおすこと

によって、日常的な活動一部となる。

〇防災観光ふろしきは、地域の防災を「文化」として捉える

試みの一つとして位置づけたい。

■防災を観光化へ

▲墨田区刀剣博物館 ミュージアムショップで採用▲墨田区観光課、観光協会とイベントのコラボ

ご静聴ありがとうございました
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